














































































































る3，4， 5歳児への他者理解の発達に関連する影響を尋ねる 10項目〔伏巌・加藤・小坪 (2011)
のライフスキル尺度の項目を参考として一部改訂した。(例): I友達と力を合せて取り組むこ
とができる」、「友達の良いところは見習うようにしている」、など)J、「質問3Jその他(自
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質問項目 1-10(f袋 4J多聞}によって 年齢児どとの行動全般への彫'を尋ねた.
(1) 10の質問項目ごとに.r体育』恒峻の括動の影寄の程度を尋ねた.4つの車眠障{そう思
う，4、ややそう思う 3、余りそう思わない 2.そう思わない りからの顔置についての
回答より年鯵による相遣は.χ2検定の結果.7つの質問で有意だった{すべτpく0.01).
また.r 2 主連とカを合わせて取り組むことができるj と、 14 グループでの自分の役割
を見つけているjは、下位倹定のすべてで年働聞による相過が有意だった Ip< 0.01. 
またはp<0.05). 
表4 r.体育」活動を過してのライフスキル彊得における蝿量蓋
陶 圃聞項目 3..4..5& 3..4. 3・5・ 4量...
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の役割を見つけているふ 項目 7: r何かをやり抽ゆるとそのことに集中するふ 項目 3:r主
連由良いところは見習うようにしているL 項目 6: rクラスのいろいろなま遣と幅をするJ)
と命名した.踊3因子を「自己尭簿J1項目5， r他の人より運動やスポーツがうま〈できるJ.
項目 9: r繁彊舗面でもリラックスできるJ)と命名した.また.幼児 (3.4， 5健児}の尭









E E h2 
項目2 友達と力を合わせて取り組むことができる 0.85 -0.03 0.14 0.75 
項目1 集団においての決まりごとを守る 0.78 -0.08 0.01 0.61 
項目10 何事にも自分の能力に応じて挑戦する 。目68 。目06 -0目03 0.47 
項目白 グルー プのリー ダとなり，みんなを引っ張ていける 0.04 0.84 0.02 0.71 
項目4 グループでの自分の役割を見つけている -0.11 0.67 0.25 0.52 
項目7 何かをやり始めるとそのことに集中する 0.20 0.63 -0.08 0.45 
項目3 友達の良いところは見習うようにしている 。目47 。目50 日ー目12 0.49 
項目8 クラスのいろいろな友達と話をする 0.11 0.40 0.36 0.30 
項目 59 他の張場人よ面りで運も動リやスポー ツがうまくできる 0.24 
-0.13 0.72 
緊 リラックスできる -0.13 0.13 0.74 0.58 
因子寄与 2.16 2.01 1目43 3.31 
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Abstract 
Here， the gymnastic activity in a kindergarten and a nursery school considered the 
gymnastic activity by instruction of the childcare person who had training of 
gymnastics， or the lecturer of gymnastics. Investigation about the inf1uence which it 
has on development and growth of the mind and body of the infancy of the activity 
was conducted to 107 the places of childcare. First，血eimplementation situation of 
activity by the lecturer of the exterior inc1uding a gymnastic activity was asked And 
the inf1uence of血edevelopment on the sociality of the sma11 child by a gymnastic 
activity was asked The reply was obtained from 69 the places of childcare. As a resu1t 
of conducting factor ana1ysis， they were 3 factor structures (1st factor: "oneself-and 
o血ersconsciousness"， 2nd factor: "role taking"， the 3rd factor : "self-exertion") . 
